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非化石価値取引市場の初回オークション結果について
 2017年4月~12月に発電されたFIT電気に係る非化石証書の初回オークションを2018年5月18日に実施。
 26社が購入し、約定量は約516万kWh。（約定価格は1.3～4.0円/kWh（平均1.3円/kWh））
 初回オークションにて購入された非化石証書は、2017年度の排出係数（特にメニュー別係数）の算定に活
用可能。2017年度時点で実質的にゼロエミッションの電気（以下、CO2フリー電気）のメニューを設定してい
た小売事業者は限定的であったにもかかわらず、26社の企業が入札に参加したことは、各社の関心の高さを表
しているものと考えられる。

 2018年度以降は非化石証書の販売開始によってCO2フリー電気がより身近になったことや、海外NGOへの
温暖化ガス排出量報告時に非化石証書を組み合わせた電気がCO2フリー電気として認められるようになったこ
と等から、CO2フリー電気の需要拡大と、非化石証書の取引量拡大を期待。

取引名 2017年度非化石証書取引（通年）
2018年5月18日約定処理

約定量 5,155,738kWh
約定最高価格 4.00円/kWh
約定最安価格 1.30円/kWh

約定量加重平均価格 1.30円/kWh
入札参加会員数 26
約定会員数 26

非化石証書の初回オークション結果 初回オークションによる収入

 今回のオークションによる収入は
約516万kWh×1.3円/kWh
≒約670万円

 今回のオークションによる収入は賦課金単
価に影響を与えないため、次回以降のオー
クションによる収入と合算して賦課金単価
に反映されることになる。
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（参考） FIT非化石証書の売り上げと賦課金の関係について
 賦課金（納付金）単価は、毎年度、適用する年度の前年度末に公表することとしている。

 このため、X年度の賦課金単価には、X-1年度中に行われたオークションの売り上げを反映すること
とする。

 X-1年度中に行われたオークションにおける売上額が少なく、X年度の賦課金単価に影響が生じな
い場合には、X年度の賦課金単価に反映することを見送り、X年度に行われるオークションの売上額
と合算し、X+1年度の賦課金単価で反映することとする。
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19年度の賦課金単価に影響を生じない金額の場合は、
20年度賦課金単価算定でまとめて反映

17年分オークション
(18年4月～5月)
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